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１．研究計画の概要 
 タイ熱帯季節林の常緑樹林と落葉樹林に
おいて、樹木や森林の持つ機能の季節・年変
化と立地条件との違いを測定することによ
る、植物—土壌—気象要因の相互作用を明らか
にし、東南アジアの熱帯季節林の生態系の構
造と機能を総合的に理解する。 
 
２．研究の進捗状況 
 タイの常緑樹林、落葉樹林に設置したタワ
ーでの、気象観測、炭素フラックス測定、順
調に行えている。また当初予定していなかっ
た新規の測定項目として、葉のフエノロジー
観察のため、タワー上部に定点カメラを設置
し、毎日正午に自動測定する試みを行ってい
る。現在、落雷などによるカメラシステムの
故障もまだたびたびあるが、観測継続が行え
ている。またタイの各森林タイプでの土壌の
物理・化学特性の測定、樹木のＣ貯留量の年
変化測定も順調にすすみ、学会発表の成果を、
現在論文として執筆中である。また常緑樹お
よび落葉樹において各３樹種について、光合
成、気孔コンダクタンス、光阻害耐性、葉の
浸透調節、葉や枝の通水性の季節変化の測定
も完了した。当初常緑樹林に設置したタワー
からは、１樹種の林冠葉にしかアクセスでき
なかったが、クレーンカーを用いることによ
り、３樹種の林冠葉にアクセスできるよう工
夫した。乾季に対する水分特性に関しては、
常緑樹と落葉樹で区別される訳ではなく、種
特性に依存していた。また乾季に木部道管の
水切れ（木部キャビテーション）はいずれの
樹種においても観察されず、木部キャビテー
ションと落葉には関連がなかった。しかし一
方、乾季に対する光阻害耐性の仕組みは、常

緑樹と落葉樹で異なり、これらは栄養塩の資
源の利用特性と葉寿命の違いとに関連する
と考えられた。これらの研究成果から、タイ
の常緑樹林と落葉樹林は、土壌の深さに関わ
る水分特性と、母岩を石灰岩に由来する栄養
塩量との組み合わせとで、常緑樹林および２
つの異なったタイプの落葉樹林の成因を決
めていると考えられた。2009 年３月に行われ
た森林学会のテーマ別セッション（Ｔ28 熱
帯から亜寒帯までのバイオーム研究 –樹木
-土壌系の相互作用を探る-）を組み、これら
の成果の発表を行った。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。2008 年
11 月にバンコクで行われた国際会議（The 
Fortrop II International Conference）で、
計７件（内３件口頭発表、４件ポスター発表）
のプレゼンテーションを行い、国際的な会議
で研究成果の発表も行った。当初 2008 年 12
月の乾季に火入れを行う予定であったが、タ
イの政情不安のため、行えなかった。従って
火災が土壌と樹木に与える影響に関しては、
2009年度の乾季に行う予定であり、タイ側と
の打ち合わせも進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度はプロジェクトの最終年度にあた
るため、国際誌への論文投稿を進めていく。
また 2008年 12月に行えなかった森林への火
入れ実験などの不足データの取得を行う。ま
たルーチン観測として継続して行っている、
微気象測定、森林のＣ吸収量や樹木のＣ貯留
量の測定、定点カメラによる葉のフエノロジ
ー観察は、今までどおり引き続き行っていく。 
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